
新規制基準に基づき使用済燃料プール
の冷却機能や注水機能が強化されてい
ること、また、使用済燃料は、同じく
新規制基準に基づき安全性が確認され
た乾式貯蔵建屋へ早期に移送する方針
となっていることなどを確認。
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論点No.90、91、92、93

使用済燃料貯蔵プールや乾式貯蔵建屋
において、使用済燃料は安全に冷却で
きるのか。

使用済燃料対策 －貯蔵プールの安全性、乾式貯蔵施設への移送－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第20回ワーキング
（2022.2.21）で議論

○使用済燃料の乾式貯蔵施設での貯蔵

• 使用済燃料について、東海第二発電所では、使用済
燃料プールのほか、使用済燃料乾式貯蔵施設で保管。

• 乾式貯蔵施設は、冷却方法が外気を利用した自然対
流冷却であり、動的設備を使用しないことから、高
い信頼性・安全性を有する。

• このため、日本原電は、使用済燃料を早期にプール
から乾式貯蔵施設へ移送する方針としている。

• プールから乾式貯蔵施設に使用済燃料を移送するに
は、最低7年以上のプールでの冷却期間が必要。

圧力センサー

二次蓋

一次蓋

使用済燃料

仕切板
(臨界防止機能付)

胴部

支持構造物

使用済燃料の乾式貯蔵の概要

○使用済燃料貯蔵施設（使用済燃料プール、使用済燃料乾式貯蔵施設）の安全対策

使用済燃料乾式貯蔵施設

• 福島第一原子力発電所事故では、
使用済燃料プールの注水に係る
水源が枯渇するなど、使用済燃
料プールの冷却に苦慮。

• この教訓を踏まえ、東海第二発
電所では、新規制基準に基づき、
使用済燃料プールの冷却機能や
注水機能について、水源の増強
や冷却・注水系統のバックアッ
プの設置などの対策を講じてい
る。

• 乾式貯蔵建屋については、基準地震動や基準津波などに対する安全性を確認しているほか、
防潮堤を超えて津波が押し寄せ、仮に貯蔵容器が水没しても健全性が確保されること、航空
機落下による火災に対しても閉じ込め機能の監視に影響がないこと等を確認。

使用済燃料プールへの注水系統のバックアップの例

• なお、使用済燃料は六ヶ所再処理工場及びリサイクル燃料備蓄センターに順次搬出を計画。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

